平成２５年度　第６回がまごおり協働まちづくり会議要旨
議題

（1） 　市民と行政の意見交換の場について
　○　意見交換の場について資料により説明。
　○　意見交換の場に関する委員意見等
　　・　この会は１回しか行わないのか。
　　→まずは１回実施することを考えている。その後、修正点等を洗い出し２回目以降につなげたい。（事務局）
　　・　同じ参加者で異なるテーマを扱うか、テーマごとに参加者をかえるのか。
　　・　参加者はテーマに合った人選が必要となる。
　　・　バリアフリーアセスは建築・土木担当者だけでなく企画担当職員も参加すべき。

　　・　参加者を広げていく意味では参加者人数はもっと多いほうが良いのではないか。
　　→参加者全員が顔の見える関係を作りたいため少人数とした。（事務局）
　　・　市民の関心事項等、テーマによっても参加者の人数が異なる。
　　・　長期の目標が大事。人づくりから長期目標につなげていく必要がある。
　　・　継続は力。回数を重ねることにより内容が深化する。年１回の開催で良いか。
　　・　行政参加者の選択が重要。若手、中間、管理職等。
　　・　多様な世代の職員を混合すると若手の意見が出にくい可能性がある。

（結果）
　○　意見交換会の概要は了承。
　○　各委員の意見を参考に意見交換会の内容を精査し、２６年度５月開催を目標とする。
　○　意見交換会の実施方法を会議に報告する。
（２）　平成２５年度協働モデル事業の状況について
　○　資料によりモデル事業の現状を小田委員から報告。
　　・　プロ（市都市計画課中村氏）から直接学ぶことを参加者が喜んでいる。
　　・　３月２８日の勉強会には保育園の保護者が参加していただける。
　　・　モデル事業実施後、他市からの問い合わせが増えている。
　　・　同じコンテンツを他市も望んでいる。
　○　委員意見等
　　・　市民サービスを良く知っている職員をこれからのまちづくりにどう取り込んでいくのかが課題。
　　・　日本全国のモデル事業としてがんばって欲しい。
（３）　平成２６年度蒲郡市市民企画公募まちづくり事業助成金について
　○　助成金の申込状況等について説明。
　　・　申込締め切りは２月２５日。
　　・　説明会には両部門とも４団体の参加。
　　・　情熱部門は６団体の相談があり、内１団体は申込書提出済。
　　・　一歩部門は９団体の相談があり、内６件は新規の団体。
　○　資料生涯学習講座等一覧について説明。
　　・　西川委員より市が実施している講座等について問い合わせあり。
　　・　西川委員から将来的に「はじめの一歩」への申請に繋げるために市の講座等参加者にまちづくりについて感心を持ってもらうような取り組みを実施してはどうかとの提案あり。
　　→どのような方法が可能かを検討していく。（事務局）
（お知らせ）
２６年度助成金審査会が３月１６日（日）午後１時３０分から愛知工科大学ＡＵＴホールで、２５年度助成金実績報告会が３月２３日（日）午後１時３０分から勤労福祉会館３階大研修室で実施される。後日、事務局から案内文を送付しますのでお時間のある方はご参加下さい。
３　その他

　○　まちづくり賞について報告。
　　・　１月２２日にＮＰＯ法人食育サポートセンタークックラボとおやつサポーターのみなさんへ「がまごおりまちづくり賞」を表彰しました。
　○　次回会議は新年度４月を予定。後日事務局から日程調整をします。
会議欠席者　西川良継委員、山本久代委員

